
事の場所 川越市豊田本５丁目１６番地１

公共工事の種別 電気工事業

公共工事の概要（当初）

大東市民センターに非常用電源設備を設置するものである。

・電気設備工事　一式

・本工事は、「週休二日制適用工事（現場閉所型）」の対象工事である。

工事着工の時期（当初） 令和  7年 9月 9日

工事完成の時期（当初） 令和  8年 3月13日

契約の相手方の商号、名称 株式会社明電社 

契約の相手方の住所 埼玉県川

公

越市大塚１－２９

契約

共

金額（当初・税込） 4

工

1,998,000円

事

入札参加条件

＜入札参

の

加条件＞

業種：電気　

入

格付：Ａ　地域要件：

札

市内本店　　対象業者

及

：９者

担当課（予算課

び

） 市民部 地域づくり

契

推進課

担当課（工事担

約

当課） 建設部 建築住

の

宅課

変更後の工事完成

適

の時期
変更なし

※増減

正

日数

変更契約金額（税

化

込）
増額 1,245

の

,200円
※増減額

大

促

東市民センターに非常

進

用電源設備を設置する

に

ものである。

・電気設

関

備工事　一式

・本工事

す

は、「週休二日制適用

る

工事（現場閉所型）」

法

の対象工事である。

変

律

更後の

公共工事の概要

施

変更理由
スコットトラ

行

ンス盤がＥＰＳ内へ納

令

めることが困難なサイ

第

ズであることから、設

七

置場

所を屋外へ変更す

条

るため。

に規定する公表事項

公共工事の名称 川越市大東市民センター非常用電源設備設置工事

公共工



市大字寺山地内

公共工事の種別 土木工事業

公共工事の概要（当初）

　本工事は、（３０）寺山用水において老朽化した既存護岸を改修することにより流

下能力を改善し、水路環境の向上を図るものである。

　本工事は「余裕期間設定工事（工事開始日期限令和７年９月１日）」及び、「週休

２日制適用工事（現場閉所型）」の対象工事である。

工事延長＝１２６．０ｍ

　U形水路工　L=１２０．６ｍ

　その他　一式

工事着

公

工の時期（当初） 令和

共

  7年 9月 1日

工

工事完成の時期（当初

事

） 令和  8年 3月

の

11日

契約の相手方の

入

商号、名称 猪鼻工業株

札

式会社 

契約の相手方

及

の住所 埼玉県川越市山

び

田１７１２－３

契約金

契

額（当初・税込） 47

約

,245,000円

入

の

札参加条件

〈入札参加

適

条件〉

業種：土木　格

正

付：A　地域要件：市

化

内本店（２９）

対象業

の

者：２９者

担当課（予

促

算課） 建設部 河川課

進

担当課（工事担当課）

に

建設部 河川課

変更後

関

の工事完成の時期
変更

す

なし
※増減日数

変更契

る

約金額（税込）
増額 

法

3,305,500円

律

※増減額

　本工事は、

施

（３０）寺山用水にお

行

いて老朽化した既存護

令

岸を改修することによ

第

り流

下能力を改善し、

七

水路環境の向上を図る

条

ものである。

　本工事

に

は「余裕期間設定工事

規

（工事開始日期限令和

定

７年９月１日）」及び

す

、「週休

変更後の ２日

る

制適用工事（現場閉所

公

型）」の対象工事であ

表

る。

公共工事の概要 工

事

事延長＝１２６．０ｍ

項

　U形水路工　L=１

公

２０．６ｍ

　その他　

共

一式

変更理由
 原設計

工

に基づき工事に着手し

事

たところ、土留支保工

の

において用いるアルミ

名

矢板の規

格及び設置延

称

長を変更する必要があ

水

ることが判明したため

路

変更するものである。

整備工事（（３０）寺山用水）

公共工事の場所 川越



本３丁目地内

公共工事の種別 土木工事業

公共工事の概要（当初）

公共工事の入

本工事は、素掘り水路の法面が崩れ流水機能に影響があるため、水路整備工事により流水機能を改善し、水路環境の向上等を図るものである。

本工事は「余裕期間設定工事（工事開始期限令和７年１１月２５日）」である。

本工事は「週休２日制適用工事（現場閉所型）」の対象工事である。

工事延長　＝　９１．０ｍ 

Ｕ形水路工（W400×H800）　＝　９１．０ｍ 

自由勾配側溝工（W300×H600）　＝　６０．０ｍ 

自由勾配側溝工（W300×H500）　＝　５．０ｍ 

自由勾配側溝工（W300×H400）　＝　１５．０ｍ 

自由勾配側溝工（W300×H300）　＝　３．０ｍ 

ボックスカルバート工（W300×H300）　＝　４．０ｍ 

現場打ち集水桝工　＝　１基 

撤去工　一式 

その他　一式

工事着

札

工の時期（当初） 令和

及

  7年10月14日

び

工事完成の時期（当初

契

） 令和  8年 3月

約

11日

契約の相手方の

の

商号、名称 有限会社リ

適

オン

契約の相手方の

正

住所 埼玉県川越市鹿飼

化

８４８

契約金額（当初

の

・税込） 17,836

促

,500円

入札参加条

進

件

＜入札参加条件＞

業

に

種：土木　格付：B、

関

Ｃ　地域要件：市内本

す

店　対象業者：７６者

る

担当課（予算課） 建設

法

部 河川課

担当課（工

律

事担当課） 建設部 河

施

川課

変更後の工事完成

行

の時期
14日増

※増減

令

日数

変更契約金額（税

第

込）
変更なし

※増減額

七条に規定する公表事項

変更後の

公共工

公共工事の

事

概要

の名称 水路整備工

変

事

更理由
　原設計に基づ

（

き工事に着手しようと

３

したところ、工事の際

６

に支障となる電柱の移

－

設

に時間を要し、工事

２

着手が当初の想定より

６

も遅れてしまった為、

）

変更するものである

。

公共工事の場所 川越市豊田

本工事は、素掘り水路の法面が崩れ流水機能に影響があるため、水路整備工事により流水機能を改善し、水路環境の向上等を図るものである。

本工事は「余裕期間設定工事（工事開始期限令和７年１１月２５日）」である。

本工事は「週休２日制適用工事（現場閉所型）」の対象工事である。

工事延長　＝　９１．０ｍ 

Ｕ形水路工（W400×H800）　＝　９１．０ｍ 

自由勾配側溝工（W300×H600）　＝　６０．０ｍ 

自由勾配側溝工（W300×H500）　＝　５．０ｍ 

自由勾配側溝工（W300×H400）　＝　１５．０ｍ 

自由勾配側溝工（W300×H300）　＝　３．０ｍ 

ボックスカルバート工（W300×H300）　＝　４．０ｍ 

現場打ち集水桝工　＝　１基 

撤去工　一式 

その他　一式



小室地内

公共工事の種別 土木工事業

公共工事の概要（当初）

本工事は、素掘り水路の法面が崩れ流水機能に影響があるため、水路整備工事により

流水機能を改善し水路環境の向上等を図るものである。

本工事は、「余裕期間設定工事（工事開始期限は令和７年１１月４日）」である。本

工事は、「週休２日制適用工事（現場閉所型）」の対象工事である。

工事延長＝６８ｍ

　U形水路工(W600×H1200)＝６６ｍ

　

公

現場打ち水路工(W6

共

00×H1300)＝

工

２ｍ

工事着工の時期（

事

当初） 令和  7年1

の

1月 4日

工事完成の

入

時期（当初） 令和  

札

8年 3月13日

契約

及

の相手方の商号、名称

び

環衛設備工業株式会社

契

 

契約の相手方の住所

約

埼玉県川越市鴨田１１

の

４４

契約金額（当初・

適

税込） 14,526,

正

600円

入札参加条件

化

＜入札参加条件＞

営業

の

種目：土木　格付：B

促

、C　地域要件：市内

進

本店　対象業者：７７

に

者

担当課（予算課） 建

関

設部 河川課

担当課（

す

工事担当課） 建設部 

る

河川課

変更後の工事完

法

成の時期
変更なし

※増

律

減日数

変更契約金額（

施

税込）
増額 75,9

行

00円
※増減額

本工事

令

は、素掘り水路の法面

第

が崩れ流水機能に影響

七

があるため、水路整備

条

工事により

流水機能を

に

改善し水路環境の向上

規

等を図るものである。

定

本工事は、「余裕期間

す

設定工事（工事開始期

る

限は令和７年１１月４

公

日）」である。

変更後

表

の 本工事は、「週休２

事

日制適用工事（現場閉

項

所型）」の対象工事で

公

ある。

公共工事の概要

共

工事延長＝６８ｍ

　U

工

形水路工(W600×

事

H1200)＝６６ｍ

の

　現場打ち水路工(W

名

600×H1300)

称

＝２ｍ

変更理由
原設計

水

に基づき、工事に着手

路

したところ、水路に隣

整

接する地権者よりあっ

備

た水田から

の排水管設

工

置要望に伴い、設計変

事

更を行うものである。

（３６－３８）

公共工事の場所 川越市大字

その他　一式

その他　一式



小堤地内

公共工事の種別 土木工事業

公共工事の概要（当初）

　本工事は、準用河川天の川において老朽化した既存護岸を改修し、流下能力を確保

するものである。

　本工事は「週休２日制適用工事（現場閉所型）」の対象工事である。

　工事延長　　＝　１８２．９ｍ

　Ｌ形水路　Ｌ＝　１６９．４ｍ

　その他　　　　　一式

工事着工の時期（当初） 令和  7年 6月30日

工事完成の時期（当初） 令和  8年 3月1

公

3日

契約の相手方の商

共

号、名称 米川興業株式

工

会社 

契約の相手方の

事

住所 埼玉県川越市宮元

の

町５０－１２

契約金額

入

（当初・税込） 84,

札

411,800円

入札

及

参加条件

＜入札参加条

び

件＞

業種：土木　格付

契

：Ａ　地域要件：市内

約

本店　対象業者：２９

の

者

担当課（予算課） 建

適

設部 河川課

担当課（

正

工事担当課） 建設部 

化

河川課

変更後の工事完

の

成の時期
14日増

※増

促

減日数

変更契約金額（

進

税込）
増額 4,06

に

4,500円
※増減額

関

　本工事は、準用河川

す

天の川において老朽化

る

した既存護岸を改修し

法

、流下能力を確保

する

律

ものである。

　本工事

施

は「週休２日制適用工

行

事（現場閉所型）」の

令

対象工事である。

変更

第

後の

公共工事の概要 　

七

工事延長　　＝　１８

条

２．９ｍ

　Ｌ形水路　

に

Ｌ＝　１６９．４ｍ

　

規

その他　　　　　一式

定

変更理由
　左岸側の施

す

工を行っていたところ

る

、道路側コンクリート

公

構造物下の土の抜けを

表

確認

したため、舗装工

事

の数量を追加するもの

項

である。また、そのコ

公

ンクリート撤去および

共

舗装復旧に不測の日数

工

を要するため、工事期

事

間を延長する。

の名称 準用河川天の川護岸改修工事

公共工事の場所 川越市大字



場所 川越市郭町１丁目１番地１

公共工事の種別 建築工事業

公共工事の概要（当初）

川越市立川越小学校の大規模改造（外部）工事である。 

構造・規模

 普通教室棟：ＲＣ造地上３階建

管理・普通・特別教室棟：ＲＣ造地上３階建

（渡り廊下のみ）

・建築工事 一式

・電気設備工事 一式

・機械設備工事 一式

工事着工の時期（当初） 令和  7年 9月 2日

工事完成の時期（当初） 令和  8年 

公

3月13日

契約の相手

共

方の商号、名称 株式会

工

社安東工務店 

契約の

事

相手方の住所 埼玉県狭

の

山市入間川２－３０－

入

１７

契約金額（当初・

札

税込） 61,417,

及

400円

入札参加条件

び

＜入札参加条件＞

業種

契

：建築　格付：B　地

約

域要件：市内本店（２

の

１）・市内営業所（０

適

）・県内業者

（６４）

正

　対象業者：８５者

担

化

当課（予算課） 教育総

の

務部 教育財務課

担当

促

課（工事担当課） 建設

進

部 建築住宅課

変更後

に

の工事完成の時期
変更

関

なし
※増減日数

変更契

す

約金額（税込）
増額 

る

3,504,600円

法

※増減額

律施行令第七

変更後の

条に

公共工事の概要

規定する

変更理

公

由

表

【変更理由】

・調査の結果、改修が必要な箇所が判明したため。 

・ポリサルファイド系は、塗装適性が低いため。

・既存の管径が 75φだったため。

・内部使用状況により、施工ができないため。

・ノンスリップ新設に支障があるため。

事項

公共工事の名称 川越市立川越小学校大規模改造（外部）工事

公共工事の

川越市立川越小学校の大規模改造（外部）工事である。 
構造・規模
 普通教室棟：ＲＣ造地上３階建
管理・普通・特別教室棟：ＲＣ造地上３階建
（渡り廊下のみ）
・建築工事 一式
・電気設備工事 一式
・機械設備工事 一式



丁目地内

公共工事の種別 土木工事業

公共工事の概要（当初）

本工事は、中台３丁目地内にある生活道路の交通の安全と円滑化を図る為、道路改良工事を行うものであ

る。

本工事は「週休２日制適用工事（現場閉所型）」である。

工事大要

工事延長 34.7ｍ

幅員 6.2ｍ

L型側溝 33ｍ

表層工 191㎡

路盤工 64 ㎥ 

擬木柵設置 27ｍ

工事着工の時期（当初） 令和  7年11月25日

工事完成の時期（当初） 令和  8年 2月16日

契約の相手

公

方の商号、名称 株式会

共

社志奈建設 

契約の相

工

手方の住所 埼玉県川越

事

市古谷本郷６２２－１

の

契約金額（当初・税込

入

） 5,496,700

札

円

入札参加条件

＜入札

及

参加条件＞

業種：土木

び

　格付：C　地域要件

契

：市内本店　対象業者

約

：36者

担当課（予算

の

課） 建設部 道路街路

適

課

担当課（工事担当課

正

） 建設部 道路街路課

化

変更後の工事完成の時

の

期
変更なし

※増減日数

促

変更契約金額（税込）

進

増額 708,400

に

円
※増減額

関する法律施行令

変更後の

第

公共工事の概要

七条に

変

規

更理由
原設計に基づき

定

工事に着手したところ

す

、仕様書にて示した規

る

格の擬木柵の製造が現

公

在

行われておらず、発

表

注の見込みがつかない

事

ことから、当初設計の

項

代替品となる製品に

て

公

施工を行うものである

共

。

工事の名称 市道６１５６号線改良工事

公共工事の場所 川越市中台３

本工事は、中台３丁目地内にある生活道路の交通の安全と円滑化を図る為、道路改良工事を行うものである。

本工事は「週休２日制適用工事（現場閉所型）」である。

工事大要

工事延長 34.7ｍ

幅員 6.2ｍ

L 型側溝 33ｍ

表層工 174 ㎡

路盤工 64 ㎥

擬木柵設置 26ｍ



田町地内ほか

公共工事の種別 土木工事業

公共工事の概要（当初）

本工事は、素掘り水路の法面が崩れ、流水機能に影響があるため、水路整備工事によ

り流水機能を改善し水路環境の向上を図るものである。

本工事は「週休２日制適用工事（現場閉所型）」である。

　工事延長　＝８６．４ｍ

　組立水路工（W２５００×H１２００）＝８５．０ｍ

　その他　一式

工事着工の時期（当初） 令和  7年10月14日

工事完成の

公

時期（当初） 令和  

共

8年 3月13日

契約

工

の相手方の商号、名称

事

株式会社オダケン 

契

の

約の相手方の住所 埼玉

入

県川越市今福１０２４

札

－１７

契約金額（当初

及

・税込） 27,559

び

,400円

入札参加条

契

件

＜入札参加条件＞

業

約

種：土木　格付：B　

の

地域要件：市内本店　

適

対象業者：４２者

担当

正

課（予算課） 建設部 

化

河川課

担当課（工事担

の

当課） 建設部 河川課

促

変更後の工事完成の時

進

期
変更なし

※増減日数

に

変更契約金額（税込）

関

増額 921,800

す

円
※増減額

本工事は、

る

素掘り水路の法面が崩

法

れ、流水機能に影響が

律

あるため、水路整備工

施

事によ

り流水機能を改

行

善し水路環境の向上を

令

図るものである。

本工

第

事は「週休２日制適用

七

工事（現場閉所型）」

条

である。

変更後の 　工

に

事延長　＝８６．４ｍ

規

公共工事の概要 　組立

定

水路工（W２５００×

す

H１２００）＝８５．

る

０ｍ

　その他　一式

変

公

更理由
原設計に基づき

表

工事に着手したところ

事

、建設発生土の一部が

項

第4種建設発生土とし

公

て

処分出来ず、不良土

共

（草・根混じり）とし

工

て処分することとなっ

事

たため、変更を行う

も

の

のである。

名称 水路整備工事（３６－１４）

公共工事の場所 川越市上野



の場所 川越市新宿町１丁目地内

公共工事の種別 土木工事業

公共工事の概要（当初）

本工事は、（仮称）新宿町１丁目広場の整備を行うものである。

本工事は、「週休２日制適用工事（現場閉所型）」の対象工事である。

広場整備面積　11,855m2

敷地造成工　一式、雨水排水設備工、一式、園路広場整備工　一式、サービス施設整

備工　一式、管理施設整備工　一式、公園施設等撤去・移設工　一式

工事着工の時期（

公

当初） 令和  7年 

共

6月17日

工事完成の

工

時期（当初） 令和  

事

8年 3月13日

契約

の

の相手方の商号、名称

入

川越コンクリート工業

札

株式会社 

契約の相手

及

方の住所 埼玉県川越市

び

通町１２－９

契約金額

契

（当初・税込） 108

約

,091,500円

入

の

札参加条件

＜入札参加

適

条件＞

業種：土木　格

正

付：A　地域要件：市

化

内本店　対象業者：２

の

９者

担当課（予算課）

促

都市計画部 公園整備

進

課

担当課（工事担当課

に

） 都市計画部 公園整

関

備課

変更後の工事完成

す

の時期
18日増

※増減

る

日数

変更契約金額（税

法

込）
変更なし

※増減額

律

本工事は、（仮称）新

施

宿町１丁目広場の整備

行

を行うものである。

本

令

工事は、「週休２日制

第

適用工事（現場閉所型

七

）」の対象工事である

条

。

広場整備面積　11

に

,855m2

変更後の

規

公共工事の概要 敷地造

定

成工　一式、雨水排水

す

設備工、一式、園路広

る

場整備工　一式、サー

公

ビス施設整

備工　一式

表

、管理施設整備工　一

事

式、公園施設等撤去・

項

移設工　一式

変更理由

公

　原設計に基づき工事

共

に着手したところ、関

工

連工事が不調となった

事

ことにより、施工

時期

の

が重複し、当初予定し

名

ていた時期に工事を行

称

うことができないため

（

、工期の延長

を行うも

仮

のです。　

称）新宿町１丁目広場整備工事（その１）

公共工事



の場所 川越市宮元町地内

公共工事の種別 電気工事業

公共工事の概要（当初）

（仮称）宮元町多目的グラウンド整備に係る電気設備工事である。

１　電気設備工事　　一式

　本工事は、「週休２日制適用工事（現場閉所型）」の対象工事である。

工事着工の時期（当初） 令和  7年10月 1日

工事完成の時期（当初） 令和  8年 3月13日

契約の相手方の商号、名称 株式会社共和エレック 

契約の相手方の住所 埼玉県

公

川越市福田９７５－４

共

契約金額（当初・税込

工

） 18,984,90

事

0円

入札参加条件

＜入

の

札参加条件＞

業種：電

入

気　格付：AまたはB

札

　地域要件：市内本店

及

　対象業者：２１者

担

び

当課（予算課） 文化ス

契

ポーツ部 スポーツ振

約

興課

担当課（工事担当

の

課） 建設部 建築住宅

適

課

変更後の工事完成の

正

時期
18日増

※増減日

化

数

変更契約金額（税込

の

）
変更なし

※増減額

（

促

仮称）宮元町多目的グ

進

ラウンド整備に係る電

に

気設備工事である。

１

関

　電気設備工事　　一

す

式

変更後の 　本工事は

る

、「週休２日制適用工

法

事（現場閉所型）」の

律

対象工事である。

公共

施

工事の概要

変更理由
関

行

連するトイレ整備工事

令

が終了しないと電気工

第

事が出来ない部分があ

七

り、工期内に工

事を完

条

了させることができな

に

いため。

規定する公表事項

公共工事の名称 （仮称）宮元町多目的グラウンド電気設備工事

公共工事



市砂新田６丁目地内

公共工事の種別 造園工事業

公共工事の概要（当初）

本工事は、（仮称）砂新田６丁目公園の整備を行うものである。

本工事は、「週休２日制適用工事（現場閉所型）」の対象工事である。

公園面積　1,849m2

敷地造成工　一式、植栽工　一式、給水設備工　一式、雨水排水設備工　一式、汚水

排水設備工　一式、園路広場整備工　一式、遊戯施設整備工　一式、サービス施設整

備工　一式、管理施

公

設整備工　一式

工事着

共

工の時期（当初） 令和

工

  7年10月28日

事

工事完成の時期（当初

の

） 令和  8年 3月

入

13日

契約の相手方の

札

商号、名称 株式会社田

及

島造園 

契約の相手方

び

の住所 埼玉県川越市城

契

下町３８－６

契約金額

約

（当初・税込） 26,

の

997,300円

入札

適

参加条件

〈入札参加条

正

件〉

業種：造園　地域

化

要件：市内本店　対象

の

業者：２４者

担当課（

促

予算課） 都市計画部 

進

公園整備課

担当課（工

に

事担当課） 都市計画部

関

 公園整備課

変更後の

す

工事完成の時期
14日

る

増
※増減日数

変更契約

法

金額（税込）
変更なし

律

※増減額

本工事は、（

施

仮称）砂新田６丁目公

行

園の整備を行うもので

令

ある。

本工事は、「週

第

休２日制適用工事（現

七

場閉所型）」の対象工

条

事である。

公園面積　

に

1,849m2

変更後

規

の

公共工事の概要 敷地

定

造成工　一式、植栽工

す

　一式、給水設備工　

る

一式、雨水排水設備工

公

　一式、汚水

排水設備

表

工　一式、園路広場整

事

備工　一式、遊戯施設

項

整備工　一式、サービ

公

ス施設整

備工　一式、

共

管理施設整備工　一式

工

変更理由
原設計に基づ

事

き工事に着手したとこ

の

ろ、除草対策として、

名

コンクリートの打設を

称

行う

必要が生じ、工期

（

内に工事を終わらせる

仮

ことができないため、

称

工期の延長を行うもの

）

です。

砂新田６丁目公園整備工事

公共工事の場所 川越



の場所 川越市新宿町１丁目地内

公共工事の種別 土木工事業

公共工事の概要（当初）

本工事は、（仮称）新宿町１丁目広場の整備を行うものである。

本工事は、「週休２日制適用工事（現場閉所型）」の対象工事である。

広場整備面積　11,855m2

敷地造成工　一式、植栽工　一式、遊戯施設整備工　一式、サービス施設整備工　一

式、管理施設整備工　一式、建築施設組立設置工　一式

工事着工の時期（当初） 令和 

公

 7年10月 1日

工

共

事完成の時期（当初）

工

令和  8年 3月1

事

3日

契約の相手方の商

の

号、名称 初野建材工業

入

株式会社 

契約の相手

札

方の住所 埼玉県川越市

及

川越２３６３－３

契約

び

金額（当初・税込） 1

契

21,055,000

約

円

入札参加条件

業種：

の

土木　格付：A　地域

適

要件：市内本店　対象

正

業者：２９者

担当課（

化

予算課） 都市計画部 

の

公園整備課

担当課（工

促

事担当課） 都市計画部

進

 公園整備課

変更後の

に

工事完成の時期
18日

関

増
※増減日数

変更契約

す

金額（税込）
変更なし

る

※増減額

本工事は、（

法

仮称）新宿町１丁目広

律

場の整備を行うもので

施

ある。

本工事は、「週

行

休２日制適用工事（現

令

場閉所型）」の対象工

第

事である。

広場整備面

七

積　11,855m2

条

変更後の

公共工事の概

に

要 敷地造成工　一式、

規

植栽工　一式、遊戯施

定

設整備工　一式、サー

す

ビス施設整備工　一

式

る

、管理施設整備工　一

公

式、建築施設組立設置

表

工　一式

変更理由
　原

事

設計に基づき工事に着

項

手したところ、関連工

公

事が不調となったこと

共

により、施工

時期が重

工

複し、当初予定してい

事

た時期に工事を行うこ

の

とができないため、工

名

期の延長

を行うもので

称

す。

（仮称）新宿町１丁目広場整備工事（その２）

公共工事



事の場所 川越市宮元町地内

公共工事の種別 土木工事業

公共工事の概要（当初）

本工事は、「週休２日制適用工事（現場閉所型）」の対象工事である。

施設面積　５，６９６ｍ２

公園土工　一式、遊戯施設整備工　一式、サービス施設整備工　一式、建築施設組立

設置工　一式、植栽工　一式

工事着工の時期（当初） 令和  7年10月 1日

工事完成の時期（当初） 令和  8年 3月13日

契約の相手方の商号、名称 株式

公

会社山岸造園 

契約の

共

相手方の住所 埼玉県川

工

越市久下戸４４８２

契

事

約金額（当初・税込）

の

45,059,300

入

円

入札参加条件

＜入札

札

参加条件＞

業種：土木

及

　格付：A　地域要件

び

：市内本店　対象業者

契

：２９者

担当課（予算

約

課） 文化スポーツ部 

の

スポーツ振興課

担当課

適

（工事担当課） 都市計

正

画部 公園整備課

変更

化

後の工事完成の時期
1

の

8日増
※増減日数

変更

促

契約金額（税込）
変更

進

なし
※増減額

本工事は

に

、「週休２日制適用工

関

事（現場閉所型）」の

す

対象工事である。

施設

る

面積　５，６９６ｍ２

法

公園土工　一式、遊戯

律

施設整備工　一式、サ

施

ービス施設整備工　一

行

式、建築施設組立

変更

令

後の 設置工　一式、植

第

栽工　一式

公共工事の

七

概要

変更理由
原設計に

条

基づき工事に着手した

に

ところ、関連工事が不

規

調となったことにより

定

、施工時

期が重複し、

す

当初予定していた時期

る

に工事を行うことがで

公

きないため、工期の延

表

長を

行うものです。

事項

公共工事の名称 （仮称）宮元町多目的グラウンド遊具等整備工事

公共工



の場所 川越市大字久下戸地内

公共工事の種別 土木工事業

公共工事の概要（当初）

本工事は川越市個別施設計画（橋りょう編）に基づき久下戸跨線橋の耐震補強及び補

修工事を実施するものである。

本工事は「週休2日制適用工事（現場閉所型）」である。

久下戸跨線橋　橋長L＝２４１．４ｍ　幅員W=６．５ｍ

工場製作工 　　一式 　耐震補強工 　　一式　 補修工　　 一式

撤去工 　　　　一式 　仮設工 　　

公

　　一式

工事着工の時

共

期（当初） 令和  7

工

年 8月12日

工事完

事

成の時期（当初） 令和

の

  8年 3月17日

入

契約の相手方の商号、

札

名称 株式会社田村工業

及

所 

契約の相手方の住

び

所 埼玉県川越市笠幡１

契

８１－１２

契約金額（

約

当初・税込） 96,7

の

83,500円

入札参

適

加条件

＜入札参加条件

正

＞

業種：土木　格付：

化

A　地域要件：市内本

の

店　対象業者：２９者

促

※本案件は、取り抜け

進

方式で行う。

担当課（

に

予算課） 建設部 道路

関

街路課

担当課（工事担

す

当課） 建設部 道路街

る

路課

変更後の工事完成

法

の時期
14日増

※増減

律

日数

変更契約金額（税

施

込）
変更なし

※増減額

行

本工事は川越市個別施

令

設計画（橋りょう編）

第

に基づき久下戸跨線橋

七

の耐震補強及び補

修工

条

事を実施するものであ

に

る。

本工事は「週休2

規

日制適用工事（現場閉

定

所型）」である。

変更

す

後の 久下戸跨線橋　橋

る

長L＝２４１．４ｍ　

公

幅員W=６．５ｍ

公共

表

工事の概要 工場製作工

事

 　　一式 　耐震補

項

強工 　　一式　 補

公

修工　　 一式

撤去工

共

 　　　　一式 　仮

工

設工 　　　　一式

変

事

更理由
耐震補強工にお

の

いて、支承を橋りょう

名

の条件に合わせて製作

称

したところ、不測の日

久

数

を要し、工期内に工

下

事を完成させることが

戸

出来ないため、工期を

跨

延長するものである

。

線橋耐震補強及び補修工事（その２）

公共工事



所 川越市宮元町地内

公共工事の種別 土木工事業

公共工事の概要（当初）

本工事は、宮元町地内において、多目的グラウンドを整備するものである。

施設面積　５，６９６ｍ２

敷地造成工　一式、公園土工　一式、法面工　一式、給水設備工　一式、雨水排水設

備工　一式、汚水排水設備工　一式、園路広場整備工　一式、サービス施設整備工　

一式、管理施設整備工　一式、構造物撤去工　一式

工事着工の時期（当初） 令和

公

  7年 6月30日

共

工事完成の時期（当初

工

） 令和  8年 3月

事

13日

契約の相手方の

の

商号、名称 初雁興業株

入

式会社 

契約の相手方

札

の住所 埼玉県川越市鯨

及

井１７０５－２

契約金

び

額（当初・税込） 10

契

4,558,300円

約

入札参加条件

＜入札参

の

加条件＞

業種：土木　

適

格付：A　地域要件：

正

市内本店　対象業者：

化

２９者

担当課（予算課

の

） 文化スポーツ部 ス

促

ポーツ振興課

担当課（

進

工事担当課） 都市計画

に

部 公園整備課

変更後

関

の工事完成の時期
18

す

日増
※増減日数

変更契

る

約金額（税込）
変更な

法

し
※増減額

本工事は、

律

宮元町地内において、

施

多目的グラウンドを整

行

備するものである。

施

令

設面積　５，６９６ｍ

第

２

変更後の 敷地造成工

七

　一式、公園土工　一

条

式、法面工　一式、給

に

水設備工　一式、雨水

規

排水設

公共工事の概要

定

備工　一式、汚水排水

す

設備工　一式、園路広

る

場整備工　一式、サー

公

ビス施設整備工　

一式

表

、管理施設整備工　一

事

式、構造物撤去工　一

項

式

変更理由
　原設計に

公

基づき工事に着手した

共

ところ、関連工事が不

工

調となったことにより

事

、施工

時期が重複し、

の

当初予定していた時期

名

に工事を行うことがで

称

きないため、工期の延

（

長

を行うものです。

仮称）宮元町多目的グラウンド整備工事

公共工事の場
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